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し

ば

ら

く

ま

町
長
“
の
い
な
い
町

由
月
四
日
で
現
町
感
の
任
期
は

満
了
し
て
、
し
ぼ
ら
ぺ
の
間
町

長
の
い
な
い
町
に
な
る
が
、
由

月
五
日
よ
り
二
十
三
日
迄
）

公
選
初
代
町
長
た
る
大
員
五
十

三
民
は
、
四
日
、
町
民
各
位
に

あ
て
、
次
の
よ
う
な
任
期
輌
丁

の
挨
拶
を
寄
せ
た

勝
春
の
折
柄
、
倍
．
々
御
健
勝

の
こ
と
御
上
ろ
と
び
申
上
げ

ま
す

さ
て
小
生
不
敵
を
も
っ
て
、

昭
和
二
十
二
年
四
月
五
日
町

政
執
行
の
責
任
を
に
な
い
、

串
い
に
大
通
な
く
今
日
に
及

び
ま
し
た
こ
と
は
、
之
全
く

三
番
町
民
各
位
の
公
私
一
方

・
な
ら
ぬ
御
援
助
の
腸
と
深
く

感
謝
し
て
お
り
ま
す
．

・
永
日
を
以
っ
て
任
期
満
了
致

し
ま
じ
た
が
ヽ
微
力
乍
ら
今

後
と
も
、
町
讃
隈
の
た
め
に

専
心
努
力
い
た
し
た
く
男
え

て
お
㌣
ま
す
の
で
．
」
何
卒
馨

に
倍
し
て
御
交
牧
を
脇
り
ま

す
よ
う
憩
餌
い
た
し
ま
し
て

と
り
あ
え
ず
、
在
任
中
の
桝

組
申
上
げ
ま
す
・

昭
和
二
十
六
年
甘
月
四
日

大
貝
五
十
三

（
薗
瓜
は
大
月
町
長
）

。
の
Ｔ
ｌ
周
り
り
り
‥
1
現
当
湖
月
4
沼
、
相
当
当
」
」
叫
ｌ
Ｈ
ｌ
．
。
1
宰
領
牒

1

一
電
波
一
に
・
′
来
い

浦

良
太

．一

下
〓
小
搾
校
で
は
、
仰
忠
夫
先

生
を
中
心
に
、
党
規
放
遠
劇
の

研
究
を
授
け
、
去
年
六
月
二
十

八
日
、
小
倉
放
連
用
か
ら
第
一

間
の
放
逸
劇
「
噂
の
唄
」
を
檀

袈
し
て
好
評
を
博
し
て
い
た
が

印
び
虫
互
二
月
二
十
九
日
、
午

】
Ｋ
ド
十

一
ｈ
只
ｌ

下
二
校
二
年
の
放
迭
劇

嗣
十
時
十
分
小
倉
放
泡
周
か
ら

二
年
生
の
、
浦
島
太
郎
」
を
放

接
し
た

出
演
見
寵
の
億
所
氏
名
は
次
の

通
り
で
あ
る
・

洞
島
㌧
上
〓
＼
　
膵
崎
正
昭

免
「
．
宙
田
匠
　
ｌ
押
勝
昌
膠

乙
的
　
番
田
二

子
供
人
鯉
口
匹

〃
ハ
青
田
匠

〝
0
密
田
三

掬
唱
　
常
盤
台

〃
脚
色
及
指
導

別
田
ち
づ
子

越
野
安
勝
．
．

会
壷
示
二
男

小
田
　
瑳

平
川
潤
子

藤
澤
け
い
子

江
崎
侍
．
一
郎

革
良
忘
豊
坪
甘
．
・

昭
和
二
十
五
年
度
最
後
の
迦
僻

溶
研
姿
見
命
は
去
る
三
月
二
十

六
円
午
後
一
時
公
民
感
に
於
い

て
閑
地
さ
れ
、
分
餌
補
助
申
開

を
爪
刷
に
検
討
し
本
年
の
最
終

の
細
助
金
安
田
を
決
定
、
審
隅

を
終
え
た
後
公
民
館
振
動
を
阿

翻
し
敗
々
の
慣
醤
織
と
と
重
に

大
風
町
長
の
感
謝
の
詞
が
あ
り

二
十
六
年
蛇
の
公
民
餌
の
凄
隈

を
所
り
乍
ら
僻
事
閉
扮
し
た
ｔ

囲．周
償・知

償．不
達徹
底

の

中

昨
ｌ
年
四
月
衆
、
一
般
個
人
の
宥

す
る
闘
横
線
槻
約
一
九
〇
億
円

を
削
級
と
す
る
償
還
が
貨
施
さ

れ
、
戦
時
中
職
域
や
隣
組
を
通

じ
て
璃
入
さ
れ
た
十
円
、
二
十

一
－

浮
く
五
〇
億
園
也

帰
還
屑
や
恩
給
請
求
を

・
残
務
登
痩
事
務
所
∵

か
ら
御
願
い

絡
臓
福
崎
、
沓
外
地
の
官
公
着
な
い
方
は
惰
求
攣
賊
を
御
星
田

に
励
沸
し
で
い
た
者
に
つ
い
て

の
身
分
穀
甥
、
柑
蛤
興
金
安
納

恩
給
等
の
各
班
親
を
取
扱
っ
て

い
る
外
務
省
管
用
厨
の
朝
鮮
関

係
、
閃
光
周
、
．
藁
滑
紙
督
肘
、

樺
太
脱
督
頚
務
鍛
郵
革
務
所
か

ら
、
次
の
よ
う
な
人
々
の
届
出

を
折
っ
て
爽
た
∵

0
掃
邁
届
に
つ
い
て

既
に
引
揚
げ
た
方
で
蹄
昂
脳
を

田
し
て
い
な
い
方
は
身
分
の
憫

和
と
輸
興
金
安
納
の
関
係
が
あ

り
聾
魚
層
け
て
下
さ
い

○
未
掃
達
者
家
族
届
．

に
つ
い
て

本
人
未
即
題
で
家
族
だ
け
先
に

躍
っ
た
方
、
終
馳
酌
か
ら
家
族

だ
け
内
地
に
居
住
し
て
い
た
方

は
其
の
家
族
よ
り
御
届
け
下
さ

い
．
。
鞘
給
輿
金
を
浄
附
し
ま
す

0
恩
給
の
請
求
に
？
一

！
い
て
・

恩
給
法
士
の
公
務
員
で
退
職
又

は
死
亡
後
朱
だ
惰
求
を
し
て
い

下
さ
い

0
樺
太
に
木
箱
の
あ

る
方
に
つ
い
て

樺
太
に
本
籍
の
あ
る
方
は
、
樺

太
肝
残
額
塵
地
耶
務
断
で
、
内

地
に
軸
廃
す
る
際
に
必
要
な
身

分
割
功
照
明
甘
を
作
成
交
付
し

て
い
ま
す
か
ら
、
訝
常
す
る
方

は
妻
念
同
所
へ
御
遭
組
下
さ
い

な
お
、
以
上
に
つ
い
て
の
届
出

株
式
、
届
出
酢
蛸
等
辞
し
い
こ

と
に
つ
い
て
は
、
役
切
教
育
民

生
隈
に
問
合
せ
ら
れ
た
十

下
二
巡
査

派
出
所
建
つ

無
二
脚
定
例
践
留
で
隅
決
を
み

て
い
た
下
二
巡
査
源
田
所
建
感

は
ヽ
想
大
正
胡
群
か
ら
同
靡
倉

庫
の
寄
附
を
受
け
て
、
早
急
に

工
事
に
借
手
し
て
い
た
が
、
去

る
四
円
そ
の
落
成
式
を
行
っ
た

開
始
築
物
は
、
木
造
瓦
葺
、
平

屋
ヰ
六
坤
七
九
、
総
工
費
三
四

舐
八
千
同
也
の
ギ
ガ
ソ
な
も
の
ー

で
も
も

園
の
割
引
国
債
を
は
じ
め
、
職

後
の
農
地
改
革
に
伴
う
農
地
援

歩
に
至
る
ま
で
買
上
償
題
を
行

い
、
約
一
四
〇
億
の
成
餌
を
あ
ｌ

げ
て
い
る
が
、
い
ま
な
お
、
免

償
週
約
五
〇
億
、
譜
券
二
千
二

百
萬
枚
、
蟹
鞭
田
鶴
件
が
残
っ

て
い
る
。
殊
に
搾
券
の
圃
放
牧

敵
は
、
封
象
三
二
万
枚
の
三
割

に
す
軒
ず
セ
割
が
索
僧
密
の
現

状
で
あ
る

政
府
で
は
、
昨
年
十
月
か
ら
買

上
機
関
を
抑
譲
、
約
ｌ
万
二
千

の
機
関
を
利
用
し
て
そ
の
促
池

無
を
培
じ
て
い
も
の
で
、
一
般

各
位
の
協
力
が
親
ま
し
い
。

菅
二
欒
サ
ー
ク
　
ル

外
少
い
が
、
陶
紋
智
者
の
熱
憩
は

素
晴
ら
し
く
、
各
部
の
指
導
者

丑
う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
、
菅

無
同
好
者
の
多
数
腕
力
を
希
由

し
て
い
る

何
限
裳
部
で
は
公
民
館
で
組
立

中
の
電
蓄
が
完
成
次
第
、
第
一

固
レ
コ
ー
ド
コ
ソ
サ
ー
ト
を
公

民
館
で
開
催
予
定
．

文
革
サ
ー
ク
者
．

文
題
サ
ー
ー
ク
ル
で
は
、
同
人
叫

合
を
日
押
し
た
機
関
誌
『
壇
境

』
妨
一
．
班
を
翼
刊
し
て
い
よ
い

よ
本
格
的
活
躍
に
移
ろ
う
と
し

て
い
る
、
裏
紙
共
五
十
貫
の
小

冊
な
が
ら
綿
貫
正
氏
の
表
紙
、

武
谷
蹟
砂
子
鯖
の
カ
ッ
ト
等
す

ぐ
れ
た
援
助
に
相
ま
っ
て
、
ブ

エ
．
エ
ッ
ク
ス
で
鳴
ら
し
た
杉
江

氏
の
舶
魂
が
栗
ヤ
結
び
、
意
外

に
ス
マ
ー
ト
な
第
ｌ
班
で
あ
っ

た
隣
町
折
格
で
も
洞
悔
文
密
サ

ー
ク
ル
を
紬
威
し
た
が
、
同
サ

ー
ク
ル
に
劣
ら
ぬ
よ
う
衰
辟
さ

せ
た
い
∴
終
曲
サ
ト
ク
ル

目
下
サ
ー
ク
ル
申
最
も
熱
心
な

命
で
あ
る
。
自
摂
氏
を
中
心
に

戟
週
月
仰
木
鵬
の
夜
に
は
「
サ

イ
レ
ジ
の
よ
う
な
ナ
な
ｈ
ソ
が
公

民
館
か
ら
轡
い
て
い
る
。
緒
脈

式
に
群
砂
子
や
を
欲
し
い
方
は

同
サ
ー
ク
ル
郡
猫
周
へ
申
込
め

ば
万
鮎
で
あ
ろ
う
．

ち
な
み
に
現
委
員
は
本
年
の
三

月
三
十
一
日
で
任
用
満
了
セ
あ

る
が
、
．
昭
和
二
十
四
年
よ
り
丸

こ
ヶ
年
に
亘
る
掻
い
聞
水
相
町

公
民
餌
軸
動
の
艇
石
を
作
ウ
上

げ
、
地
力
分
館
精
勤
の
中
心
を

な
し
た
数
々
の
功
臣
は
明
日
へ

の
水
場
の
翼
尿
を
合
せ
、
感
謝

に
余
り
あ
る
も
の
が
あ
る

。
草
な
る
分
銅
行
革
．

〇
閉
純
封
抗
連
動
禽
四
月
入
日

札
分
館

○
矢
野
洋
三
先
生
開
演
合

四
月
一
口
　
伊
佐
座
分
館

〝
　
三
日
　
上
二
分
館

．
．
〝
　
三
日
　
男
衆
分
館

〃
・
五
日
　
間
同
区
分
館

〃
　
六
日
　
鯉
口
匠
分
館

識
曾
こ
ぼ
れ
話

先
般
爽
地
方
自
治
体
に
於
い
て

首
長
及
暗
員
の
退
職
金
問
題
が

云
々
さ
れ
、
ｌ
本
町
摺
命
で
も
開

聞
闇
が
取
上
げ
ら
れ
た
が
結
局

競
負
は
こ
れ
を
受
く
べ
き
で
あ

る
ま
い
と
落
前
、
だ
が
初
代
民

邁
町
感
で
あ
り
、
自
治
法
施
行

衆
初
代
の
町
長
で
も
あ
り
、
相

宵
に
苦
労
も
大
き
か
っ
た
町
長

に
は
感
謝
の
意
で
退
職
金
を
贈

る
べ
Ｌ
と
の
意
見
が
樺
山
、
．
一

方
「
開
合
の
好
憩
は
繍
す
が
、

町
財
政
の
兜
佃
は
自
分
が
録
も

よ
く
知
り
ぬ
い
て
い
る
か
ら
し

と
町
長
か
ら
、
受
的
と
否
と
は

萬
蓉
一
任
さ
れ
た
い
旨
の
頭
首

が
あ
り
、
践
命
側
か
ら
け
「
是

非
」
と
感
讃
し
て
美
し
い
劉
歩

の
輸
邸
は
廠
茹
見
ね
ま
ゝ
消
え

た

無
料
で
管
楽
の
勉
強
を
‖

摘
管
楽
サ
ー
ク
ル
・
合
員
事
象
∴

辣
無
部
．
一

一
、
．
ハ
ィ
オ
リ
．
ソ

毎
週
金
曜
日
午
後
四
時
牛
、
重

民
館
に
於
い
て
中
間
中
脛
船
津

先
生
摘
癌

二
つ
ピ
ア
ノ
・
ギ
タ
ー

其
の
他

毎
週
命
曜
日
年
額
四
時
牛
、
唄

宋
校
暫
無
害
に
於
い
や
〇
三
坑

分
院
火
坊
先
生
柑
恕

磐
東
部

．
一
つ
翔
唱
・
コ
ー
ク
ス
：

毎
週
日
憫
同
午
後
一
時
、
唄
来

校
雷
空
室
に
於
い
て
。
兼
筑
高

校
米
倉
先
生
指
導

付
和
賞
部
舞
一
国
レ
コ
ー
ド

コ
ン
サ
ー
ト
は
簡
輩
の
完
成
を

待
っ
て
　
四
月
上
旬
公
民
館
で

開
催
の
予
定
・

・
▽
原
稿
募
墟
△
．

ｉ
創
作
′
三
〇
枚
（
四
〇
〇
字
持

瑠
璃
用
紙
使
用
）

相
等
評
論

㌻
枚
（
　
仝
　
）

帯
　
′
二
〇
行
　
へ
．
仝
　
）

絹
歌
　
難
敵
　
五
首

俳
句
　
〝
．
仝

創
作
、
．
随
錐
許
的
、
詩
は
同
人

邁短
歌
　
能
美
千
秋
　
邁
Ｃ
次
競
）

・
　
今
村
小
年
　
遇

俳
句
　
河
野
膵
要
．

朱
鳥
　
　
（
次
競
ｒ
．

縮
礫
鰯
切
．
毎
月
五
日

公
民
鎗
内
水
亀
文
啓
サ
ー
ク
ル

梯
淘
周
宛

繍
褒
　
杉
江
　
弟
・

．
そ
れ
ぞ
れ
の
式
場
に
噸
み
㍉
′
，
定
語

り
縞
欝
＝
摘
璃
蛸
掴
離
卯
銅
紹
鋳
鋼
掴

卒業式めぐ
て
み
よ
ん
ノ

水
巻
中
頭
、
　
六
、
三
制
施
行
に
生
れ
た
中
嬰
は
、
今
度
が
節

三
間
卒
業
式
、
今
な
お
切
来
校
の
一
部
を
間
借
ｈ
ソ
し
て
東
四
に

分
れ
た
同
校
錘
徒
敷
け
二
〇
〇
九
卒
粟
生
六
〇
二
。
政
府
か
ら

の
侶
金
で
間
爽
た
モ
〆
ソ
す
ぎ
る
握
鰻
株
な
柁
命
が
、
一
棟
、
見

る
か
ら
に
食
素
な
校
舎
と
市
妙
な
3
．
㌻
ド
サ
ぇ
ト
を
な
し
於
が
・

ら
、
雨
の
日
に
は
た
ち
ま
ち
泥
海
と
化
す
飼
犬
な
嘘
立
地
に
収

残
さ
れ
て
い
る
。
率
啓
式
は
属
下
言
即
の
脊
天
上
、
枠
令
な
し

拇
監
万
き
聾
を
こ
め
た
汝
答
の
辞
が
諺
客
に
震
え
て
轡
い
て

い
た
。

近
松
校
長
の
演
じ
め
る
花
向
け
の
熊
村
、
前
夜
に
東
京
を
摂
っ

－

．

1

．

－

1

1

　

－

．

▼

て
馳
せ
つ
け
た
大
貝
町
痩
力
現
し
、
祝
辞
。
だ
が
、
就
職
離
時

節
貼
鮒
緋
珊
瑚
‥
折
鵠
拙
㌍
軋
禄

．
だ
ゞ
つ
虎
い
濃
勘
鳩
に
も
疲
確
く
か
の
練
の
蔭
を
／

小
下
土
曜
　
銭
密
と
老
朽
と
を
最
も
生
々
し
く
見
せ

る
の
が
こ
の
校
。
明
治
九
年
昭
の
校
舎
は
懸
命
に
足

末
を
ふ
ん
ば
っ
て
い
る
が
床
下
に
は
水
が
た
ま
り
、
砂

丘
の
よ
う
に
趨
す
る
床
杖
に
映
る
杜
は
弓
の
よ
う
に

て
い
つ
で
も
窮
朋
だ
づ
た
。
子
供
達
よ
心
の
み
は
卑

屈
で
あ
る
な
4
瀬
の
ト
ト
に
大
ら
か
で
あ
れ
や
そ
れ

に
し
て
も
Ｌ
の
校
の
教
育
の
充
賓
は
荒
暗
し
い
「
Ｐ

・
で
・
Ａ
性
教
育
民
生
化
の
．
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
コ
．

久
野
校
長
の
官
業
の
よ
う
に
、
父
兄
と
敦
脈
と
の
固

四
月
の
巡
回
映
画

そ
っ
て
い
る
。
使
用
射
止
の
老
校
合
に
研
く
「
鮫
の

光
し
六
年
の
醐
、
．
彼
等
は
文
字
通
り
．
「
窓
の
密
」
に

虔
え
て
啓
ん
だ
の
だ
異
常
を
教
え
た
二
宮
怜
級
の
俵

代
を
控
え
て
、
．
喝
校
を
其
立
つ
若
蘭
の
群
の
前
途
は
由
首
の
式

．
▼
鳩
の
よ
う
に
ひ
よ
う
7
1
と
肌
塞
い
も
の
が
あ
る
芋
ｒ
ｊ
扇

Ｙ
．
′田
頓
末
小
飼
校
奴
年
郁
迄
は
北
九
州
屈
指
の
美
し
い
校
舎
を
隋

．
∴
つ
た
が
、
地
相
自
然
破
研
等
で
一
、
今
で
は
見
る
形
も
な
い
宜
大

枚
な
開
国
。
厚
い
カ
ー
チ
㌫
訂
下
げ
た
昔
日
の
窓
々
に
は
、
ガ
か

品
柄
謀
門
帯
鍋
㍑
錯
織
摘
轟
謂
榊
錆

且
の
址
の
Ｆ
か
ら
け
醜
い
骨
組
丸
が
白
骨
の
よ
う
に
の
ぞ
い
て
い

筍
雛
欝
綿
か
銅
鏡
Ｓ
餉
帯
摘
謂
れ
膏
宣
せ
め
て

水
机
小
弟
校
　
数
象
の
壁
を
外
し
て
間
に
合
せ
ろ
敦
密
的
究
せ

ま
苦
し
い
悪
内
で
、
子
供
達
は
肩
を
す
ぼ
め
て
蒜
昔
泣
由
と

し
」
と
唄
う
。
乾
酪
合
も
入
櫻
式
も
こ
ゝ
で
行
わ
れ
る
。
そ
し

撥節小二ト

の
前
に
質
素
を
温
か
に
超
え
す
ぎ
た
破
滅
の
校
舎
が

議
堅
牢
警
式
賢
哲
ら
れ
て
雷
と
浮
つ
て

※
ｌ
二
　
．
※

誰
し
も
緻
し
ぐ
心
を
打
た
れ
る
惨
状
で
あ
右
0
　
「
軟

密
第
一
登
載
」
の
許
、
常
置
ほ
幾
年
か
の
努
力
を
微

小
し
て
衆
た
が
、
恥
部
が
も
た
ら
し
た
物
療
不
足
と
鱗

嶺
老
朽
な
ど
の
破
損
の
速
さ
に
追
い
つ
き
縛
な
か
つ

机
た
。
が
今
年
こ
そ
ほ
明
を
い
見
掛
Ｌ
が
あ
る
0

永
年
の
苦
心
は
よ
う
や
く
緒
賞
し
て
、
あ
ｌ

ら
ゆ
る
準

備
も
堆
い
Ｆ
二
校
、
申
嬰
を
は
じ
め
、
こ
の
よ
う
な

悲
惨
年
式
功
え
ほ
今
年
か
ぎ
り
で
永
達
に
サ
曹
ナ
’

Ｈ
で
あ
ろ
う

Ｃ
ｌ
遡
提
供
　
／
㍉
二
「
※

○
合
衆
閑
五
大
湖
二

㌧
○
ス
ケ
ア
〆
マ
ス
を
踊
ろ

＿
ヘ
ノ

′
○
ハ
ド
ッ
ソ
河
遊
兜
船

東
賓
作
品
、

お
ど
ろ
き
一
家

ま
ん
囲
．
〇
記
法
の
ベ
ｙ

四
月
十
日
へ
建
し
下
二
小
蓼
校
・
・

・
一
〃
　
　
へ
夜
〕
立
屋
敷
分
館

四
月
十
一
日
へ
夜
の
み
）
鯉
口
匠

四
月
十
二
日
へ
盤
）
頃
宋
小
嬰
枚

．
〃
　
　
へ
夜
し
古
賀
区
分
舘

四
月
十
三
日
（
楚
し
短
小
畢
校
・

．
一
〃
．
へ
夜
）
古
賀
分
鎚

種
痘
を
受
け
．

ま
し
ま
う

先
般
よ
り
賃
施
し
て
お
ｈ
ソ
ま
し

た
臨
時
穣
症
を
未
だ
に
受
け
て

い
な
い
人
は
左
記
に
依
り
必
ず

毅
随
し
て
下
さ
い
．

晶
四
柵
八
日
へ
品
目
）

自
午
酌
九
時
よ
り
、

至
午
後
三
時
ま
で
．

場
断
　
水
職
町
役
観

料
金
　
ｌ
人
に
付
拾
ｍ


